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市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

　熊の出没状況について伺う。

　熊による被害状況について伺う。

　熊の生態状況について伺う。

　今後の熊対策について伺う。
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順序

氏名 　　芦　澤　秀　典　　議員

熊の出没対策につい
て

全国的に熊による人身被害が多発している。富士宮市内に
おいても熊の目撃情報があり、今年のみでなく今後増えるこ
とも予想される。そこで、不安に思う市民を安心させ被害を
防止するために、どのような対策を取っているか、以下伺
う。

　認知症対策について

認知症サポーターの養成及び活動状況について伺
う。

認知症カフェ等、認知症の方々を支える取組の現状
について伺う。

早期発見、早期対応の促進や支援の充実等のための
医療との連携について伺う。

障がいのある人への
取組について

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

　障がいのある人の状況について伺う。

市内における若年性を含め、認知症の方の人数につ
いて伺う。

市民に認知症を知ってもらうための取組について伺
う。

今後に向けた認知症への取組をどのように考えてい
るか伺う。

近年、社会の変化に伴い、障がいのある人を取り巻く状況
も大きく変化をしている。障がいのある人が身近な地域で生
活できるよう障がいの特性、障がいの程度、障がいのある人
の生活実態等に対応できるきめ細かな支援が必要である。そ
こで、富士宮市における障がいのある人への取組について､以
下伺う。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

　暮らしの安全、安心に関する支援について伺う。

発 言 項 目 要　　　　旨

　生活支援体制に関する支援について伺う。

　保健及び医療に関する支援について伺う。

高齢化の進展に伴い、65歳以上の高齢者の４人に１人が認
知症またはその予備軍と言われており、今後さらに増加する
ことが見込まれている。このような中、富士宮市では認知症
対策について、どのような取組を行っているか、以下伺う。

　富士宮市の取組状況について。
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